
明
治
時
代
初
期
は
、
御
家
流
が
衰
 
 

滅
し
、
次
に
唐
様
が
衰
亡
の
余
香
を
 
 

放
っ
た
時
で
し
た
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
時
代
、
即
ち
明
治
十
 
 

三
年
、
清
国
公
債
の
随
員
と
し
て
来
 
 

朝
し
た
揚
守
敬
が
、
中
国
か
ら
碑
版
 
 

法
帖
一
万
数
千
部
を
携
え
て
六
朝
書
 
 

道
を
鼓
吹
し
ま
し
た
。
 
く
さ
か
へ
 
 
 

そ
れ
に
共
鳴
し
た
日
下
部
鳴
鶴
、
 
 

巌
谷
一
六
、
松
田
雪
何
等
が
こ
れ
を
 
 

唱
道
し
、
六
朝
書
道
の
黄
金
時
代
を
 
 

現
出
し
ま
し
た
。
鳴
鶴
は
、
六
朝
風
 
 

を
最
も
よ
く
体
得
し
た
代
表
者
で
す
 
 

が
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
再
現
し
た
の
で
 
 

昭
治
鞠
悪
澤
巴
筆
 
 

は
な
く
、
六
朝
書
道
を
中
心
と
し
て
 
 

漢
、
初
唐
の
書
風
を
加
味
し
て
独
特
 
 

の
書
風
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

こ
れ
ら
当
時
の
書
道
家
た
ち
は
、
 
 

純
羊
毛
の
中
鋒
・
長
鋒
の
筆
を
愛
用
 
 

し
て
い
ま
す
。
筆
匠
、
勝
木
平
成
が
 
 

「
御
物
天
平
筆
」
 
の
復
原
模
造
に
成
 
 

功
し
た
の
は
、
明
治
十
四
年
頃
で
、
 
 

高
木
幕
頴
が
、
梁
山
舟
の
「
筆
史
」
 
 

を
翻
刻
し
た
の
は
翌
十
五
年
で
す
。
 
 
 

筆
匠
「
温
恭
堂
」
が
鴫
鶴
の
依
頼
 
 

で
製
し
た
長
鋒
純
羊
葛
は
、
唐
筆
に
 
 

ま
さ
る
と
い
わ
れ
一
六
・
槽
竹
・
も
 
 

用
筆
を
銚
え
て
い
ま
す
。
 
 
 

明
治
三
十
年
噴
か
ら
、
唐
様
書
風
 
 

の
用
筆
で
あ
っ
た
短
鋒
筆
（
糊
画
筆
）
 
 

が
次
第
に
長
鋒
の
羊
毛
筆
へ
と
移
り
、
 
 

が
一
般
に
広
ま
り
、
書
道
家
は
勿
論
 
 

こ
こ
に
様
式
の
一
大
変
遷
を
見
る
こ
 
 

と
に
至
り
ま
し
た
。
 
 
 

筆
は
、
長
鋒
に
限
る
と
い
う
風
潮
 
 
 

全
国
各
地
の
諸
学
校
に
お
い
て
も
柔
 
 

ら
か
い
羊
毛
の
長
鋒
筆
を
全
部
お
ろ
 
 

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
流
行
し
た
の
 
 

で
す
。
 
 
 

こ
の
長
鋒
筆
は
、
使
用
後
は
鋒
を
 
 

水
で
洗
っ
て
お
く
と
い
う
使
用
法
で
、
 
 

1
1
一
1
一
 
 

柳
国
華
に
対
し
て
捌
撃
と
呼
ば
れ
ま
 
 

し
た
。
こ
の
よ
う
に
六
朝
風
書
道
が
 
 

漸
次
勢
を
得
て
き
た
と
は
い
え
、
一
 
 

面
に
は
．
こ
れ
に
対
抗
す
る
流
派
も
あ
 
 

り
菱
潮
流
が
そ
れ
で
、
巻
菱
渾
、
村
 
 

田
海
石
、
西
川
春
洞
等
が
そ
の
代
表
 
 

的
人
物
で
す
。
特
に
海
石
は
菱
湖
流
 
 

か
ら
出
て
独
創
的
な
書
風
を
樹
立
し
 
 

ま
し
た
。
 
 
 

こ
の
書
風
は
穏
健
中
正
と
い
わ
れ
 
 

る
も
の
で
、
謹
厳
で
あ
っ
て
最
も
学
 
 

び
易
か
っ
た
た
め
に
大
衆
の
間
に
迎
 
 

え
ら
れ
か
つ
ま
た
善
道
教
育
文
字
と
 
 

し
て
好
適
で
し
た
。
 
 
 

明
治
三
十
七
年
国
定
小
学
書
方
手
 
 

本
が
制
定
さ
れ
門
弟
の
日
高
秩
父
が
 
 

執
筆
し
、
そ
の
た
め
撰
定
筆
で
し
た
。
 
 

や
や
短
鋒
に
近
い
中
鉢
兼
毛
筆
が
相
 
 

当
流
行
し
ま
し
た
が
鳴
鶴
流
の
研
究
 
 

者
が
多
数
で
漸
次
圧
倒
さ
れ
た
の
で
 
 

▲比田井天来琶（町資料館蔵）  

す
。
こ
れ
に
 
 

よ
っ
て
鴫
鶴
 
 

流
が
明
治
時
 
 

代
の
一
世
を
 
 

び
 
 

風
靡
す
る
こ
 
 

と
と
な
り
ま
 
 

し
た
。
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権
幕
 
 
 

梅
宗
圃
手
録
は
、
古
代
か
ら
の
製
 
 

筆
法
の
筆
三
十
六
法
秘
伝
書
で
す
。
 
 
 

製
筆
四
海
堂
十
代
目
の
増
井
惣
兵
 
 

衛
が
こ
れ
を
伝
え
ま
し
た
。
筆
匠
増
 
 

井
惣
助
は
、
明
治
十
四
年
三
月
、
第
 
 

二
勧
業
博
覧
会
に
初
め
て
出
品
し
ま
 
 

し
た
。
 
 
 

梅
宗
園
増
井
惣
助
は
、
京
都
の
軍
 
 

師
で
そ
の
後
こ
の
手
録
は
、
門
外
不
 
 

出
と
し
て
永
く
増
井
家
に
秘
蔵
保
管
 
 

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 
 
 

元
和
年
間
 
（
一
六
一
五
－
二
三
）
 
 

薗
専
緑
 
 
 

に
京
都
の
筆
工
藤
野
又
六
が
、
大
師
 
 
 

流
の
古
制
の
筆
を
作
っ
た
と
い
わ
れ
 
 
 

て
い
ま
す
。
そ
の
伝
統
を
守
っ
て
い
 
 
 

る
の
が
藤
野
雲
平
で
現
在
も
十
四
世
 
 
 

雲
平
氏
は
琵
琶
湖
畔
の
安
曇
川
町
に
 
 
 

住
ん
で
有
楢
川
流
専
用
の
巻
筆
を
造
 
 
 

り
続
け
て
い
ま
す
。
 
 

こ
の
梅
宗
聞
手
録
の
裏
に
 
「
写
服
 
 
 

和
五
十
一
年
一
月
、
十
四
世
雲
平
」
 
 
 

と
書
記
さ
れ
て
あ
り
、
増
井
豪
に
懇
 
 
 

請
し
て
筆
匠
藤
野
雲
平
氏
が
記
録
を
 
 
 

書
写
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
 
 
 

惣
助
は
、
製
筆
に
用
い
る
原
毛
に
 
 

つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
 
 

す
。
 
 

第
一
、
身
ヲ
思
フ
毛
 
 

第
二
、
風
ヲ
除
ル
毛
 
 

第
三
、
雨
を
除
ル
毛
 
こ
う
の
う
 
 
 

毛
物
類
ヲ
三
通
り
後
能
有
事
ヲ
 
 
 

知
ル
、
筆
二
製
ス
ル
ニ
ハ
雌
ヲ
‥
 
 
 

第
一
ト
ス
ル
ナ
リ
 
 

小
先
ツ
ミ
タ
ル
ハ
中
国
、
四
国
等
、
 
 

す
さ
 
 

仕
種
用
ル
、
小
先
透
タ
ル
ハ
関
東
、
 
 

北
国
辺
ヲ
仕
種
用
ル
其
種
同
品
ニ
チ
 
 

モ
四
季
ノ
捕
時
こ
佃
り
毛
ノ
強
弱
ハ
 
 

晶
に
在
り
、
又
陸
前
国
牡
鹿
郡
真
野
 
 

辺
ノ
鹿
ハ
四
国
同
様
ノ
品
ナ
リ
 
 

筆
匠
梅
宗
園
 
 

増
 
井
 
惣
 
助
 
国
 
 

雄
ヲ
山
馬
卜
言
フ
 
 

ト
ナ
カ
 
と
な
か
い
 
メ
 
 
 
ビ
 
ワ
 
 

拷
鹿
（
馴
鹿
）
雌
ヲ
枇
杷
色
卜
言
フ
 
 

羊
毛
 
 

サ
ト
ネ
コ
 
 

郷
猫
 
 

物
怪
ぼ
協
．
 
 

極
強
毛
ズ
イ
穴
有
テ
緒
 
 

〆
ニ
キ
ク
ナ
リ
 
 

大
中
小
軍
用
処
数
多
有
 
 

強
弱
ハ
共
立
地
に
寄
テ
 
 

善
悪
ア
リ
 
 

三
毛
猫
ハ
白
キ
所
兎
毛
 
 

卜
云
黒
キ
所
鼠
毛
卜
云
 
 

赤
キ
所
赤
鬼
ト
モ
云
フ
 
 

ハ
シ
 
 

又
玉
毛
ト
l
言
是
ノ
走
リ
 
 
 

毛
ヲ
用
極
 
 

秘
密
ノ
法
 
 

ナ
リ
 
 

資
料
提
供
 
 

（
有
馬
町
 
 

藤
井
 
清
 
 

氏
）
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熊
野
睾
 
 
 

熊
野
町
の
軍
産
業
は
、
明
治
二
十
 
 

年
こ
ろ
か
ら
急
速
な
発
展
を
遂
げ
て
 
 

い
ま
す
。
熊
野
村
統
計
調
査
表
に
よ
 
 

れ
ば
、
明
治
二
十
年
製
産
本
数
十
七
 
 

万
五
千
本
に
対
し
て
聖
二
十
一
年
に
 
 

は
一
挙
に
五
百
万
本
と
二
十
八
倍
に
 
 

増
加
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

こ
れ
は
、
明
治
十
九
年
四
月
十
日
 
 

に
小
学
校
令
が
公
布
さ
れ
、
尋
常
小
 
 

学
校
四
年
高
等
小
学
校
四
年
の
四
・
 
 

四
制
が
実
施
と
な
り
筆
需
要
が
急
に
 
 

伸
び
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
思
 
 

わ
れ
ま
す
。
こ
の
間
の
事
情
を
熊
野
 
 

村
統
計
調
査
表
控
（
明
治
二
十
二
年
）
 
 

に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。
 
 
 

前
年
二
対
シ
大
差
ヲ
生
ス
ル
所
以
 
 

ハ
本
年
（
同
二
十
一
年
）
 
ハ
販
路
開
 
 

∵
．
・
 
 

ケ
事
業
盛
大
ニ
シ
テ
故
卜
兼
業
者
モ
 
 

他
業
ヲ
止
メ
之
レ
ヲ
専
業
ト
ナ
シ
タ
 
 

の
港
廣
 
 
 

ル
ヨ
リ
斯
ル
差
ヲ
見
ル
ニ
至
レ
リ
 
 
 

「
熊
野
村
工
業
年
報
」
の
記
述
に
は
、
 
 

熊
野
筆
の
販
路
は
、
 
 
 

「
広
島
市
・
九
州
・
四
国
・
山
陰
各
 
 

国
・
大
阪
・
西
京
・
東
京
」
 
（
明
治
二
 
 

十
六
年
）
 
 
 

「
九
州
・
四
国
・
中
国
・
山
陰
・
大
 
 

阪
・
名
古
屋
・
東
京
・
其
他
全
国
内
」
 
 
 

（
同
l
t
十
八
年
）
 
 
 

と
あ
り
「
そ
れ
以
降
全
国
」
と
さ
れ
 
 
 

て
い
ま
す
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
も
、
当
時
の
 
 

熊
野
筆
の
販
路
の
拡
が
る
様
子
が
う
 
 
 

か
が
え
ま
す
。
（
熊
野
町
史
七
百
十
貢
）
 
 
 

明
治
三
十
二
年
八
月
十
六
日
付
の
 
 
 

芸
備
日
日
新
聞
に
、
 
 
 

「
安
芸
郡
熊
野
村
の
製
筆
事
業
は
古
 
 

来
行
は
れ
来
り
た
る
も
の
に
し
て
全
 
 

村
挙
っ
て
従
事
せ
る
有
様
に
て
其
産
 
 

額
の
如
き
も
年
十
万
円
を
降
ら
ず
と
 
 

の
事
な
り
、
尤
も
之
れ
を
専
業
と
な
 
 

す
に
あ
ら
ず
し
て
農
業
の
余
暇
之
れ
 
 

が
製
造
を
為
す
も
の
な
れ
ば
百
封
四
 
 

十
銭
位
の
も
の
も
あ
り
て
賃
銭
上
の
 
 

競
争
に
至
っ
て
は
殆
ん
ど
全
国
無
類
 
 

と
云
ふ
も
不
可
な
か
る
ペ
く
殊
に
近
 
 

年
に
於
て
高
価
な
も
の
も
出
来
す
る
 
 

よ
り
産
額
の
価
格
に
つ
き
て
は
頗
る
 
 

昂
進
せ
る
も
の
あ
ら
ん
、
現
に
今
月
 
 

右
製
造
に
従
事
せ
る
も
の
を
数
ふ
る
 
 

と
き
は
総
計
三
千
人
に
も
達
す
ぺ
く
 
 

し
て
純
然
た
る
一
村
の
活
事
業
た
る
 
 

■
安
芸
郡
々
長
 
天
野
雨
石
書
幅
 
 

搭
㈲
滞
納
棚
満
潮
鞘
 
 
 

こ
と
な
れ
ば
此
場
合
之
を
以
て
同
村
 
 

是
と
な
し
膏
に
安
物
を
製
出
す
る
の
 
 

み
な
ら
ず
完
全
な
る
工
場
を
設
け
 
 

着
々
改
良
を
企
て
以
て
時
勢
に
後
れ
 
 

ざ
る
も
の
を
製
出
せ
ん
に
於
て
は
優
 
 

ひ
い
 
 

に
一
村
の
事
業
た
る
の
み
な
ら
ず
延
 
 

て
県
下
の
産
物
を
増
加
す
る
に
至
ら
 
 

ん
や
必
せ
り
と
云
ふ
も
の
あ
り
L
と
 
 

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
 

61  



「
古
来
書
書
道
に
関
す
る
著
書
其
 
 

の
数
少
か
ら
ず
と
錐
も
毛
筆
に
関
す
 
 

る
詳
細
な
著
述
は
未
だ
曽
て
世
に
現
 
 

は
れ
た
る
を
聞
か
ぬ
も
当
然
た
り
と
 
 

す
。
余
は
毛
筆
製
作
に
従
事
す
る
こ
 
 

と
多
年
そ
の
間
故
日
下
部
鳴
鶴
先
 
 

生
、
小
野
鷲
堂
先
生
を
殆
と
し
新
故
 
 

事
蓋
の
大
家
諸
先
生
の
士
並
に
諸
官
 
 

各
学
校
等
の
用
筆
を
製
作
し
親
し
く
 
 

諸
先
生
の
実
験
を
聞
き
之
を
参
考
と
 
 

し
て
製
法
を
研
究
し
長
毛
筆
の
製
作
 
 

に
腐
心
し
利
益
問
題
を
離
れ
て
毛
筆
 
 

製
作
の
技
術
を
し
て
向
上
せ
し
め
む
 
 

こ
と
に
努
め
た
り
其
結
果
毛
筆
の
良
 
 

否
は
書
垂
道
に
と
っ
て
は
大
な
る
関
 
 

呈
吼
汀
ノ
 
 

熊
野
寒
の
晶
 
 

常
温
賓
膵
轡
 
 

係
の
あ
る
こ
と
を
痛
切
に
感
ず
る
に
 
 

至
り
聯
が
斯
道
の
た
め
に
研
究
を
重
 
 

ね
た
る
も
の
な
り
」
（
電
撃
大
鑑
序
文
）
 
 
 

明
治
時
代
の
中
ご
ろ
か
ら
熊
野
町
 
 

の
筆
産
業
は
急
速
な
成
長
を
遂
げ
、
 
 

て
の
た
め
筆
結
（
筆
職
人
）
の
技
術
 
 

習
得
が
間
に
合
わ
ず
「
熊
野
筆
は
安
 
 

か
ろ
う
、
然
し
悪
か
ろ
う
」
と
の
汚
 
 

名
も
全
国
に
拡
め
た
の
で
す
。
 
 
 

本
町
呉
地
区
に
あ
る
片
川
仁
一
郎
 
 

記
念
碑
に
こ
の
時
の
模
様
を
次
の
よ
 
 

う
に
刻
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

熊
野
村
、
製
筆
に
於
ケ
ル
ハ
只
数
 
 
 

の
大
ナ
ル
ヲ
以
テ
冊
二
知
ラ
レ
其
 
 
 

優
等
品
二
至
リ
テ
ハ
素
ヨ
リ
得
意
 
 
 

ト
ス
ル
所
ニ
ア
ラ
ス
特
二
優
等
品
 
 
 

ヲ
製
出
ス
ル
コ
ト
ア
ル
モ
熊
野
ノ
 
 
 

名
二
困
リ
テ
軽
視
セ
ラ
ル
憾
ナ
キ
 
 
 

能
ハ
ス
 
（
以
下
略
す
）
 
 
 

明
治
期
の
熊
野
製
筆
業
界
に
於
て
 
 

毛
筆
の
品
質
向
上
に
尽
力
し
た
浅
沼
 
 

勘
次
郎
氏
の
果
し
た
役
割
は
大
き
い
 
 

も
の
が
あ
り
ま
す
。
 
 

浅
沼
勘
次
郎
師
碑
 
 
 

師
性
情
淡
寡
欲
ノ
士
特
二
毛
筆
製
 
 

作
ノ
技
二
長
ズ
明
治
二
十
八
年
居
 
 
 

ヲ
熊
野
二
移
サ
ル
ヤ
地
人
其
ノ
技
 
 
 

能
ヲ
慕
ヒ
不
肖
ヲ
始
メ
師
、
訓
徳
 
 
 

二
浴
シ
タ
ル
輩
挙
テ
計
フ
可
カ
ラ
 
 
 

ス
．
回
顧
ス
本
町
今
日
ノ
伸
展
ヲ
 
 
 

来
シ
タ
ル
ノ
因
多
々
ア
リ
ト
雄
モ
 
 
 

師
ノ
如
キ
技
巧
卓
絶
ノ
来
熊
二
困
 
 
 

ス
ル
ヤ
与
テ
カ
ア
リ
ト
言
フ
可
シ
 
 
 

不
肖
其
ノ
門
下
二
列
ス
ル
旧
縁
玄
 
 
 

二
小
碑
ヲ
建
設
シ
万
分
ノ
恩
澤
二
 
 
 

奉
シ
聯
力
黄
泉
ノ
師
二
酬
ス
 
 

昭
和
三
年
六
月
 
 

門
人
 
木
戸
需
七
建
之
 
 
 

浅
沼
勘
次
郎
に
つ
い
て
は
そ
の
詳
 
 

細
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
石
 
 

碑
建
立
の
前
年
死
没
し
た
由
で
す
。
 
 
 

同
人
の
門
人
と
さ
れ
る
人
々
は
木
 
 

戸
需
七
の
ほ
か
現
在
の
と
こ
ろ
城
本
 
 

穣
一
、
佐
々
木
忠
券
、
中
村
次
長
一
 
 

今
城
杢
一
ら
の
中
が
挙
げ
ら
れ
て
い
 
 

ま
す
。
 
 

熊
野
町
史
資
料
編
 
 
 

主
ょ
子
風
下
 
水
準
▼
布
春
 
 

雷
償
簡
便
可
尊
号
こ
鱒
／
 
 

條
件
此
段
1
温
富
 
 

r
 
 

人
血
甘
 轟

 
 

菅
ホ
忠
泰
胤
 
 
 

温
封
ボ
 
 

一
菱
賃
 
 

卓
言
ユ
キ
言
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書
 
落
 
 
 

元
禄
六
年
に
大
海
堂
笹
山
梅
庵
が
 
 

発
刊
し
た
「
手
習
仕
用
集
」
が
あ
り
 
 

ま
す
。
こ
の
梅
庵
の
書
い
た
「
寺
子
 
 

制
悔
の
式
目
」
 
の
中
に
次
の
よ
う
な
 
 

記
録
が
あ
り
ま
す
。
 
 

そ
れ
 
一
、
人
と
生
れ
て
物
書
か
ざ
る
は
且
 
 

は
師
の
恥
、
且
は
親
之
恥
却
っ
 
 

て
そ
の
身
の
恥
辱
也
 
三
ツ
子
 
 

の
心
百
ま
で
と
言
へ
り
志
を
起
 
 
 

し
こ
の
恥
を
忘
れ
ず
手
習
出
精
 
 

せ
ら
る
べ
き
事
 
 

一
、
机
に
か
1
り
て
無
益
の
雑
談
あ
 
 

あ
く
び
 
 

る
い
は
欠
伸
し
あ
る
い
は
居
眠
 
 

り
鼻
を
す
～
り
紙
を
か
み
軍
の
 
 
 

管
を
ね
ぷ
る
習
ひ
人
を
手
本
と
 
 

す
る
こ
と
極
悪
人
の
所
業
也
 
 

呈
浄
ノ
 
 

屠
温
賓
辞
轡
 
 

令
 
書
 
 

人
は
と
も
あ
れ
角
も
あ
れ
そ
の
 
 

身
神
妙
に
心
を
正
し
一
字
一
字
 
 

を
能
く
見
入
り
習
ひ
申
さ
る
べ
 
 

き
事
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
つ
と
せ
い
ま
人
せ
し
め
 
 

一
、
早
書
急
度
令
制
禁
仮
す
べ
て
気
 
 

の
短
き
著
名
人
と
成
り
た
る
様
 
 

な
く
候
間
文
字
律
儀
に
静
か
に
 
 

書
き
習
ひ
申
さ
る
ぺ
き
事
 
 

一
、
筆
紙
を
放
将
に
致
し
候
者
は
手
 
 こ

ご
う
 
 

揚
り
か
ね
申
信
頼
じ
た
る
古
竃
 
 

な
り
と
も
大
切
に
す
る
人
は
手
 
 

跡
早
く
あ
が
り
候
間
筆
扱
に
心
 
 

を
附
け
ら
る
べ
き
事
 
 

こ
の
条
々
心
に
哲
し
身
に
守
る
を
 
 
 

以
っ
て
要
と
し
成
人
の
後
意
味
の
深
 
 
 

き
事
を
案
ぜ
ら
る
べ
き
こ
と
 
 

制
悔
の
式
目
如
件
 
 
 

元
禄
八
乙
亥
五
月
三
日
 
 

大
海
堂
 
梅
 
庵
 
 

つ
ぼ
み
 
 
 

手
習
を
花
の
曹
に
た
と
へ
け
り
 
 

心
の
奥
を
か
く
れ
が
に
し
て
 
 

「
萬
書
集
」
 
と
い
う
手
習
本
の
刊
末
 
 

に
、
 
 
 

幕
末
は
百
姓
も
字
を
習
ふ
よ
う
に
 
 
 

専
念
し
て
寺
子
屋
に
通
ふ
た
の
で
 
 
 

あ
る
 
山
根
義
男
記
ス
 
 

と
あ
り
ま
し
た
。
 
 
 

現
在
の
日
本
人
の
も
つ
書
道
感
覚
 
 

二
う
せ
つ
 
 
 

そ
れ
は
多
く
の
場
合
書
の
巧
拙
は
 
 
 

二
次
的
な
も
の
で
あ
り
第
1
次
的
 
 
 

に
社
会
的
地
位
の
高
低
を
論
ず
る
 
 
 

所
に
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
等
の
他
 
 
 

の
部
門
と
の
大
き
な
特
異
性
を
も
 
 
 

っ
て
い
る
。
 
 

し
か
な
が
 
 
 

然
し
乍
ら
明
治
、
大
正
こ
ろ
迄
は
 
 
 

社
会
的
地
位
と
苫
の
巧
拙
は
正
比
 
 
 

例
し
大
き
な
崩
れ
は
な
か
っ
た
が
 
 
 

近
代
は
こ
の
こ
と
が
少
し
も
比
例
 
 
 

さ
れ
な
い
所
に
乱
脈
さ
が
あ
る
。
 
 

「
吾
は
人
な
り
」
と
は
己
に
過
去
 
 

の
言
で
あ
っ
て
無
雑
作
に
書
な
ぐ
 
 

る
地
位
有
る
者
の
無
定
見
と
、
文
 
 

う
の
み
 
 

そ
れ
を
無
評
価
に
頂
き
鵜
呑
み
に
 
 

す
る
大
衆
の
書
知
識
の
な
さ
が
之
 
 

に
和
し
て
伝
統
あ
る
書
苑
を
踏
み
 
 

荒
し
て
い
る
と
思
う
こ
と
に
多
く
 
 

接
す
る
の
は
悲
し
む
べ
き
こ
と
で
 
 

あ
る
。
 
 

殿
村
 
監
田
 
（
書
家
）
 
 

▲江戸時代、寺子屋などで使用   

された古本（往来物）  
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鳴
轄
の
没
後
、
丹
羽
海
鶴
、
比
田
 
 

井
天
来
が
晋
唐
審
風
を
礼
讃
推
奨
し
 
 

最
も
剛
強
な
筆
を
用
い
た
た
め
、
長
 
 

さ
ば
き
 
 

鋒
の
捌
筆
は
一
変
し
て
全
国
的
に
剛
 
 

こ
う
こ
 
 

董
糊
国
華
の
流
行
を
生
み
ま
し
た
。
 
 
 

こ
れ
に
よ
っ
て
筆
鋒
を
全
部
お
ろ
 
 

さ
ず
に
使
用
す
る
糊
固
筆
、
あ
る
い
 
 

は
腰
巻
加
工
の
別
売
蟹
が
再
び
需
要
 
 

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
 
 
 

し
か
し
海
鴨
の
没
後
、
ま
た
ま
た
 
 

筆
に
対
す
る
傾
向
に
多
少
の
変
化
が
 
 

み
ら
れ
、
海
鶴
の
使
用
し
た
剛
毒
筆
 
 

呈
汀
ノ
 
 

大
正
昭
和
時
代
 
 

孝
豊
鼠
姦
密
 
 

は
あ
ま
り
に
剛
強
す
ぎ
る
た
め
に
、
 
 

少
し
剛
味
を
除
き
柔
昧
を
加
え
た
 
 

「
八
剛
」
ま
た
は
「
七
剛
」
程
度
の
筆
 
 

が
鈴
木
翠
軒
、
田
代
秋
鶴
、
上
田
桑
 
 

鳩
ら
に
よ
っ
て
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

筆
は
筆
鋒
の
剛
柔
に
よ
っ
て
、
剛
 
 

毒
筆
と
か
柔
毒
筆
と
か
の
種
類
を
区
 
 

別
し
ま
す
。
十
中
の
何
割
か
剛
ま
た
 
 

は
柔
で
あ
る
か
を
示
す
た
め
に
次
の
 
 

よ
う
な
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 
 
 

全
剛
、
九
剛
、
八
剛
、
七
剛
を
剛
 
 
 

毒
筆
と
呼
称
し
ま
す
。
 
 
 

六
剛
、
五
剛
、
六
柔
を
中
間
毒
筆
 
 
 

と
呼
称
し
、
 
 
 

七
柔
、
八
乗
、
九
柔
、
仝
柔
を
柔
 
 
 

毒
筆
と
い
い
ま
す
。
 
 
 

全
剛
と
全
柔
は
優
良
な
獣
毛
か
特
 
 

殊
な
原
料
で
な
く
て
は
作
り
に
く
い
 
 

の
で
す
。
中
間
老
輩
は
、
一
般
的
な
 
 

原
料
を
使
っ
て
い
る
の
で
価
格
も
安
 
 

価
で
、
製
作
も
簡
易
で
あ
り
い
わ
ゆ
 
 

る
安
物
筆
が
多
い
の
で
す
。
 
 
 

大
正
時
代
の
末
か
ら
昭
和
に
な
る
 
 

と
過
去
の
よ
う
に
判
妖
川
と
l
派
一
流
 
 

の
傾
向
が
な
く
な
り
、
雑
然
と
し
た
 
 

有
様
で
糞
潮
流
、
鳴
 
 
 

鶴
流
は
も
と
よ
り
、
 
 

三
洲
系
あ
り
、
ま
た
 
 

一
大
を
学
ぶ
も
の
、
 
 

梅
屋
を
慕
う
も
の
、
 
 

あ
る
い
は
直
接
中
国
 
 

に
範
を
求
め
て
六
朝
 
 

に
さ
か
の
ぼ
ろ
う
と
 
 

す
る
も
の
、
初
唐
を
模
す
も
の
、
あ
 
 

る
い
は
顔
法
に
従
い
、
あ
る
い
は
元
・
 
 

明
に
法
を
求
め
る
な
ど
、
千
差
万
別
 
 

で
そ
れ
ぞ
れ
各
自
が
好
む
と
こ
ろ
に
 
 

従
っ
て
い
る
の
で
し
た
。
 
 
 

こ
れ
は
碑
版
・
法
帖
の
類
が
大
量
 
 

に
印
刷
さ
れ
一
般
大
衆
に
広
く
ゆ
き
 
 

わ
た
っ
た
こ
と
、
曹
に
対
す
る
鑑
賞
 
 

眼
が
高
ま
り
選
択
が
自
由
に
な
っ
た
 
 

こ
と
に
よ
る
結
果
で
し
ょ
う
か
。
 
 

▲奈良時代（757年）   

多賀城碑拓本   
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明
治
以
降
、
鉛
筆
が
普
及
、
定
着
す
 
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
毛
筆
の
存
在
価
値
が
 
 

問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 
 
 

「
芸
備
教
育
」
に
お
け
る
毛
筆
と
ペ
 
 

ン
論
争
は
、
明
治
四
十
一
年
、
広
島
県
 
 

師
範
学
校
訓
導
の
土
居
一
肩
書
が
紙
上
に
 
 

発
表
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
ま
し
た
。
 
 
 

そ
し
て
大
正
に
入
る
と
寺
尾
作
一
、
 
 

稲
田
康
太
、
船
佐
漁
郎
が
賛
否
を
争
っ
 
 

て
い
ま
す
。
 
 
 

大
正
初
期
の
書
写
、
書
道
教
育
に
お
 
 

い
て
は
硬
筆
書
方
も
な
さ
れ
る
よ
う
に
 
 

な
っ
て
き
ま
し
た
。
 
 

毛
筆
廃
止
に
関
す
る
陳
情
書
 
 

量
洛
ノ
 
 

常
澄
嵐
姦
蓼
 
 

こ
の
よ
う
に
明
治
四
十
一
年
噴
か
ら
 
 

始
ま
っ
た
毛
筆
と
ペ
ン
論
争
は
、
大
正
 
 

五
年
に
は
鉛
筆
に
よ
る
書
き
方
の
実
践
 
 

ま
で
が
現
わ
れ
た
の
で
す
。
 
 
 

こ
う
し
た
考
え
方
に
基
づ
く
の
か
大
 
 

正
八
年
に
は
中
橋
文
相
に
よ
っ
て
毛
筆
 
 

廃
止
論
が
唱
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
 
 

の
で
す
。
 
 
 

大
正
八
年
七
月
二
十
八
日
付
の
「
東
 
 

京
日
日
新
聞
」
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
 
 

い
ま
す
。
 
 
 

小
学
校
児
童
の
学
用
品
、
二
千
万
円
 
 

の
節
約
 
 
 

一
人
者
は
、
当
時
東
京
高
 
 

等
師
範
学
招
訓
導
の
水
戸
 
 

部
寅
桧
で
、
彼
の
主
導
す
 
 

る
附
属
小
学
校
で
は
早
く
 
 

か
ら
尋
常
小
学
校
、
一
・
l
一
 
 

年
に
実
験
中
と
し
て
毛
筆
 
 

に
代
わ
る
鉛
筆
書
方
を
教
 
 

授
し
て
い
ま
す
。
 
 

「
中
構
文
相
、
日
く
墨
を
磨
る
時
代
 
 
 

は
過
ぎ
た
、
ペ
ン
と
鉛
筆
を
奨
励
せ
 
 

よ
」
 
 
 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
全
国
的
な
 
 

筆
の
産
地
で
あ
る
熊
野
町
か
ら
毛
筆
使
 
 

用
に
関
す
る
陳
情
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
 
 

毛
筆
使
用
二
関
ス
ル
陳
情
ノ
件
 
 

（
熊
野
町
役
場
文
書
）
 
 
 

毛
筆
使
用
二
間
シ
別
紙
之
通
り
 
 
 

文
部
大
臣
へ
陳
情
ス
ト
ス
 
 
 

大
正
八
年
九
月
一
日
提
出
 
 
 

熊
野
町
長
 
 
阿
原
 
臣
 
 

（
別
紙
）
 
 

陳
 
情
 
書
 
 
 

広
島
県
安
芸
郡
熊
野
町
長
 
阿
原
臣
 
 
 

謹
テ
書
ヲ
文
部
大
臣
、
中
橋
徳
五
郎
 
 

閣
下
に
呈
ス
 
（
以
上
略
ス
）
 
 
 

大
正
八
年
▲
 
月
 
 
日
 
 

広
島
県
安
芸
郡
熊
野
町
長
 
 

阿
原
 
臣
 
 

文
部
大
臣
 
 
 

中
橋
徳
五
郎
殿
 
 
 

（
熊
野
町
史
 
資
料
編
）
 
 

は
現
在
呉
市
重
要
文
化
財
 
 

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
 
 

一
広
村
新
懇
碑
 
（
拓
本
）
 
 
 

頼
山
陽
先
生
の
選
書
し
た
こ
の
碑
 
 

（
史
跡
）
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大
正
八
年
、
時
の
文
部
大
臣
 
中
橋
 
 

徳
五
郎
氏
か
ら
、
「
毛
筆
は
二
十
年
来
の
 
 

遺
物
で
あ
る
。
現
今
の
清
社
会
に
於
て
 
 

我
々
が
毛
筆
を
な
め
て
い
る
様
で
は
、
 
 

日
本
の
文
化
は
進
歩
す
る
も
の
で
は
な
 
 

い
」
と
の
毛
筆
廃
止
論
が
唱
え
ら
れ
ま
 
 

し
た
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
熊
野
町
長
 
阿
原
 
 

臣
の
陳
情
書
は
、
書
写
・
書
道
教
育
の
 
 

存
廃
論
争
の
火
種
を
招
く
こ
と
に
な
っ
 
 

た
の
で
す
。
 
 
 

「
東
京
日
日
新
聞
」
 
に
は
、
廃
止
論
 
 

に
賛
成
す
る
沢
柳
政
太
郎
博
士
の
談
が
 
 

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
れ
を
紹
介
し
 
 

て
お
き
ま
す
。
 
 

呈
吼
汀
ノ
 
 

毛
筆
容
顔
飽
・
南
 
 

骨
温
濱
翠
蕗
靡
 
 

碑
紹
拭
、
．
 
 

御
舟
武
…
．
 
 

隠
微
抑
侃
 

▲明治・大正時代に使用された手習用手本  

「
悠
長
な
時
代
で
な
い
 
 

文
相
の
毛
筆
廃
止
大
賛
成
 
 

私
は
普
通
学
務
局
長
時
代
に
 
 

既
に
之
を
唱
へ
て
実
行
し
た
 
 

（
沢
柳
政
太
郎
談
）
 
 
 

現
在
の
小
学
教
育
を
尚
 
 

一
層
社
会
化
せ
し
め
た
い
 
 

と
云
ふ
中
構
文
相
の
意
見
 
 

は
、
至
極
同
感
で
あ
る
。
 
 

毛
筆
を
や
め
て
ペ
ン
や
鉛
 
 

筆
に
襖
た
り
候
文
を
廃
し
 
 

て
口
語
体
に
し
よ
う
と
い
 
 

う
説
は
私
も
既
に
二
十
年
 
 

前
普
通
学
務
局
長
時
代
小
 
 

学
校
令
の
改
正
の
際
に
漢
 
 

字
を
制
限
し
て
、
仮
名
交
 
 

り
文
を
奨
励
し
毛
筆
な
ど
 
 

全
廃
と
ま
で
成
る
べ
く
便
 
 

は
行
か
ぬ
が
用
し
な
い
で
 
 

せ
し
む
る
事
ペ
ン
を
使
用
 
 

に
し
た
。
」
 
 
 

こ
の
様
に
文
相
な
ど
に
依
っ
て
毛
筆
 
 

廃
止
論
が
唱
え
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
状
 
 

況
下
で
、
能
…
野
町
か
ら
の
毛
筆
使
用
に
 
 

関
す
る
陳
情
が
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
 
 

た
の
で
す
。
 
 
 

こ
の
陳
情
書
か
ら
う
か
が
え
る
こ
と
 
 

は
毛
筆
廃
止
に
よ
っ
て
「
将
来
我
国
民
 
 

◆
・
・
－
－
 
 

ノ
精
神
二
及
ホ
ス
影
響
、
勘
カ
ラ
サ
ル
 
 

モ
ノ
ア
ル
」
と
し
、
精
神
陶
冶
の
面
な
 
 

ど
か
ら
毛
筆
廃
止
論
に
強
く
反
対
し
て
 
 

い
る
の
で
す
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
中
構
文
相
に
よ
る
毛
筆
 
 

廃
止
論
は
㌢
ら
に
書
写
・
書
道
教
育
に
 
 

お
い
て
も
重
要
な
提
起
と
な
り
、
こ
れ
 
 

を
め
ぐ
っ
て
全
国
規
模
で
の
論
争
が
展
 
 

開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 
 
 

こ
う
し
た
習
字
教
育
に
関
す
る
論
争
 
 

が
一
応
の
結
着
を
見
る
の
は
、
昭
和
初
 
 

期
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
 
 
 

今
ま
で
主
と
し
て
実
用
的
立
場
か
ら
 
 

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
習
字
が
、
芸
術
 
 

性
、
精
神
性
の
立
場
か
ら
教
育
さ
れ
る
 
 

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
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七
筆
金
 
 

華
の
製
法
に
は
、
大
別
し
て
練
り
ま
 
 

ぜ
法
と
盆
ま
ぜ
法
の
二
種
類
が
あ
り
ま
 
 

■
江
戸
時
代
の
手
習
本
帳
 
す
。
 
 

練
り
ま
ぜ
法
で
は
、
 
 

一
回
の
製
造
に
百
対
 
 

二
一
百
本
）
 
程
度
と
作
 
 

れ
る
数
量
が
少
な
く
、
 
 

主
に
高
級
な
筆
を
製
作
 
 

す
る
に
適
し
た
方
法
で
 
 

す
。
 
 
 

そ
れ
に
比
べ
て
、
盆
 
 

ま
ぜ
法
で
は
練
り
ま
ぜ
 
 

法
の
十
倍
も
の
製
産
が
、
 
 

可
能
で
す
。
 
 
 

こ
の
製
法
は
、
明
治
 
 

以
降
に
熊
野
で
発
明
さ
 
 

れ
て
能
州
野
筆
産
業
の
進
 
 害

も
多
く
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

こ
の
様
な
情
況
の
中
で
、
尺
出
徳
太
 
 

郎
ほ
か
相
当
の
教
育
あ
る
青
年
毛
筆
業
 
 

者
七
人
で
、
七
筆
会
が
組
織
発
足
し
て
 
 

い
ま
す
。
 
 
 

こ
の
会
は
、
熊
野
毛
筆
の
改
善
を
図
 
 

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
事
務
所
を
神
林
 
 

宝
に
設
置
し
ま
し
た
。
 
 
 

「
熊
野
七
筆
会
の
実
業
家
招
待
 
 

七
人
の
筆
商
青
年
が
設
立
せ
る
熊
 
 
 

野
七
筆
会
に
て
は
昨
年
三
月
同
地
 
 
 

中
浦
に
新
聞
雑
誌
縦
覧
所
を
開
設
 
 
 

し
村
民
に
新
知
識
を
得
さ
し
む
る
 
 

わ
ず
か
 
 
 

事
と
七
他
よ
り
些
の
補
助
を
も
得
 
 
 

ず
一
に
七
青
年
が
節
約
せ
る
金
を
 
 
 

以
て
数
種
の
新
聞
雉
誌
を
取
寄
せ
 
 
 

来
り
し
処
同
所
の
成
績
良
好
に
し
 
 
 

て
既
に
一
周
年
に
達
し
た
る
を
以
 
 
 

て
本
日
四
日
同
地
神
烏
若
次
郎
氏
 
 
 

展
と
共
に
定
着
し
た
技
 
 

術
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 
 

然
し
全
国
的
生
産
地
と
 
 

な
っ
た
熊
野
筆
も
、
量
 
 

産
に
依
る
安
物
と
の
弊
 
 

宅
に
於
て
熊
野
実
業
家
招
待
会
を
 
 

ち
な
 
 
 

開
け
り
と
云
ふ
因
み
に
記
す
七
筆
 
 
 

会
は
熊
野
特
産
毛
筆
の
改
善
を
目
 
 
 

的
と
せ
る
も
の
に
て
右
招
待
会
に
 
 
 

於
て
各
業
者
の
意
見
を
聞
き
毛
筆
 
 
 

製
造
上
の
研
究
に
資
し
其
改
善
を
 
 
 

図
り
同
業
組
合
を
し
て
筆
固
な
ら
 
 
 

し
め
ん
こ
と
を
期
す
る
に
在
り
と
」
 
 

「
芸
術
日
日
新
聞
」
（
明
治
四
十
二
年
三
月
七
日
〉
 
 

能
…
野
町
史
資
料
編
 
 

七
筆
会
は
、
熊
野
特
産
毛
筆
の
改
善
 
 

に
尽
し
た
功
績
と
し
て
、
明
治
四
十
五
 
 

年
三
月
、
安
芸
郡
斯
民
会
 
（
会
長
古
田
 
 

頼
己
）
 
よ
り
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
 
 

大
正
四
年
に
は
、
熊
野
製
産
筆
奨
励
 
 

会
が
発
足
、
第
十
回
毛
筆
品
評
会
を
開
 
 

催
、
翌
年
八
月
五
日
に
同
奨
励
会
に
よ
 
 

る
第
二
回
品
評
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 
 
 

蛇
足
な
が
ら
大
正
十
五
年
に
設
立
さ
 
 

れ
た
熊
野
町
商
工
会
の
初
代
会
長
が
、
 
 

尺
田
徳
太
郎
氏
で
す
。
 
 

（
熊
野
町
郷
土
史
研
究
会
）
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